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⇒
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⇒
主体的に学習に取り組
む態度

令和５年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習状況
調査の「課題の解決に向けて、自分から取り組んでいました
か。」の質問項目において、肯定的な回答の割合を昨年度以上
にする。

・ICTを活用し、生徒が、学習の見通しをもって学習に取り組み、学習
の振り返りを通して、学習前後の自己のよりよい変容を味わえる授
業の工夫を行う。

知識・技能
ICTを積極的に活用し、子ども主体の学びを推進しながら、自
校の令和５年度全国学力・学習状況調査及びさいたま市学習
状況調査の結果を昨年度以上にする。

・子ども主体の学びを通して、すべての教科等で伝え合い活動（＊）
を取り入れた授業を教科等横断的な視点で展開する。
・スタディサプリ等の活用を通して、基礎学力の向上を図る。
（＊）対面での活動だけでなく、クラウドを利用したICTの活用も含
む。

思考・判断・表現
伝え合う授業を工夫しながら、自校の令和5年度全国学力・学
習状況調査及びさいたま市学習状況調査の結果を昨年度以
上にする。

・全教科等でICTを活用し、伝え合い活動（＊）を意識した授業実践を
行う。
・学校行事等の活用・応用する直接体験の場を通して、更なる伸長を
図る。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒

思考・判断・表現 変更なし ⇒ 変更なし

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし 変更なし

知識・技能 変更なし 変更なし

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

中１

中３
国語・数学・社会・理科で市の平均を大きく上回ることができた。国語科の「条件作文」において、やや課題が見られた。この項目では、与えられた
テーマについて自分で考え、意見を述べる力が必要であるため、今後伝え合う活動の充実やじしゃクの授業を通して、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた授業改善を図っていく。

国語・数学・社会・理科の全教科で市の平均を大きく上回ることができた。社会科の「世界の様々な地域」においては、市平均より高いもののまだ伸
びる余地がある。全教科において、意味の理解を問う問題に対応できるよう、伝え合う活動の充実やじしゃクの授業を通して、より深い理解を促す
授業改善を図っていく。

国語・数学・社会・理科の全教科で市の平均を大きく上回ることができた。国語科の「話すこと・聞くこと」、数学科の「関数」、社会科の「世界の様々
な地域」においては、まだ伸びる余地がある。理科の「「粒子」を柱とする領域」においてさいたま市平均より高いもののまだ伸びる余地がある。伝
え合う活動の充実とじしゃクの授業を通して「主体的・対話的で深い学び」の実現を図っていく。

中２

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

A

A

A主体的に学習に取り組
む態度

R5年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分から取り組んでいましたか。」の質問項目にお
いて肯定的な回答をしている生徒は、昨年度同様高い結果となった。様々な教科でICTのクラウド機能を活
用した授業を展開してきたことで、学習者が自身の成果物や振り返りを確認、変容の自覚を行いやすい環
境をつくることができた。

知識・技能

R５年度全国学力・学習状況調査において、県平均を大きく上回る結果となった。R４年度
と比較し、県平均との差が国語・数学ともに+1pt程度幅が広がった。R５年度さいたま市
学習状況調査において、市平均を大きく上回る結果となった。R４年度と比較し、市平均
との差が+1pt程度幅が広がった。

思考・判断・表現
R５年度全国学力・学習状況調査とR５年度さいたま市学習状況調査の両検査において、
平均を大きく上回る結果となった。特にR５年度の国語と数学の全国学力・学習状況調査
の正答率は、R４年度全国学力・学習状況調査より10％以上向上した。

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

【国語】資料を読み自分の考えを述べる問題の正答率は高く、資料を比較して工夫点を述べる問題は無
解答率が高い。【数学】事柄が成り立つ理由を説明することができる生徒が多いが、データ処理や説明
をする問いは無解答率が高い。【英語】「目的に応じて英語を聞き、必要な情報を聞き取ることができる
かをみる」問題の正答率は高く「自分の考えとその理由を書く」問題は無解答率が高い。

主体的に学習に取り組
む態度

R5年度全国学力・学習状況調査「課題の解決に向けて、自分から取り組んでいましたか。」の質問項目
において肯定的な回答をしている生徒は昨年度同様高い。「各教科などで学んだことを生かしながら、
自分の回答をまとめる活動を行っていましたか」の質問項目も肯定的な回答をしている生徒の割合が
高く、主体的に学習に取り組んでいることが推察される。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

【国語】語句に関する問題の正答率が高いが、情報の扱い方に関する問題や漢字の書き取りに課題が見
られる。【数学】計算する力、言葉の意味を理解しているかを問う問題の正答率がとても高い。空間図形
における決定方法や条件の変化による事柄が成り立たない理由を読み取る力に関しては、伸びる余地
がある。【英語】選択式問題の正答率が高いが、短文式の問題は無解答率が高かった。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度の全国学力・学習状況調査において、「学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げ
たりすることができていますか」の質問に肯定的に回答した生徒は８９％と県平均を大きく上回った。次年度は、「授業で
学んだことを、ほかの学習で生かしていますか」において、伝え合う活動の充実と探究的な学び（じしゃク）の視点を取り
入れた授業への転換を図りながら、R５年度以上の肯定的な回答を目指す。

知識・技能
全教科で伝え合う活動と探究的な学び（じしゃク）の視点を取り入れた授業の一人１回以上の研究・公開授業を実施し、基
礎的・基本的な知識・技能の定着を図ることができた。今後は、生徒が自ら問いを立て、自ら学習を進められる授業への改
善を図り、主体的・対話的で深い学びの実現を目指す。

思考・判断・表現
物事を筋道立てて考えることに改善の余地がある。そのため、教科等横断的に、筋道立てて考えられるワークシートや振
り返りを活用していく。また、伝え合う活動の際に、主張を述べるだけではなく、他者の考えの理由を聞くことの指導を取
り入れ、より深い学びの実現を目指す。

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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